2025年10月31日　病理細胞研究会　質疑応答
１．MMRについて
質問：MMRはMSIと同様に保険点数で2700点となっていたが、
例えば大腸癌でMMRを行った場合も2700点取れる認識で良いのか？
回答：いずれの癌でも2700点取ることができます。
　　　注意点としてMMR,MSIのどちらも検査を行った場合には、
　　　どちらか一方しか点数を取ることはできません。
２．CLDN18について
質問：CLDN18陽性の胃癌の割合はどの位なのか？
回答：約37％の症例で陽性。どの組織型で多いかデータはない。
質問：ホルマリン固定時間は？
回答：72時間まで固定可能。72時間以上で染色性が減弱する。
　　　また、標本作製後45日以上未染色標本の状態で放置しておくと染色性が減弱する。
３．HER-2について
質問：新しく超低発現、低発現のカテゴリーが追加されたが、今後超低発現、低発現を
　　　組織診断としてつけないといけないのか？
回答：エンハーツの使用を求められた場合には超低発現、低発現と判定しなければならない。まずは従来通りにscore０、１、２、３としっかりと判定することが重要である。
質問：IHC２＋の場合にFISH検査を行うが、１＋でFISHを行った場合どうなのか？
　　　０、１＋で遺伝子の増幅はあるのか？
回答：データがないので、明確に回答することはできない。
質問：標本作製後、約40℃で1晩乾燥となっているが、休みの前など1晩以上放置する場合、保管は4℃が良いのか？
回答：ロシュではできるだけ早く提出して貰いたいとのことで、4℃で保存は推奨されていない。
　　　※CLDN１８は標本作製後、室温保存で可能とのこと。
